
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

６
月
１
２
日
、
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議

は
、
６
月
市
議
会
の
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ

の
１
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

２
０
２
３
年
３
月
と
今
年
４
月
に
、
文
部
科
学
省
「
修

学
旅
行
等
に
お
け
る
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

（
大
阪
・
関
西
万
博
）
の
活
用
に
つ
い
て
」
の
通
知

が
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
各
市
区
町
村

教
育
委
員
会
に
送
ら
れ
ま
し
た
。 

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
の
夢
洲
（
ゆ
め
し
ま
）
は
、

浚
渫
土
砂
や
建
設
残
土
、
廃
棄
物
等
の
埋
め
立
て
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
人
工
島
で
あ
り
、
土
壌
汚
染
、 

液
状
化
、
地
盤
沈
下
の
問
題
、
ま
た
、

災
害
発
生
時
の
ず
さ
ん
な
避
難
計

画
な
ど
安
全
面
に
お
い
て
も
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

３
月
２
８
日
、
大
阪
・
関
西
万
博

会
場
の
夢
洲
で
、
漏
れ
出
た
メ
タ
ン

ガ
ス
に
よ
る
爆
発
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。 

夢
洲
１
区
は
廃
棄
物
最
終
処
分

場
で
あ
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
で

は
、
約
８
０
本
の
ガ
ス
抜
き
管
か

ら
、
昨
年
夏
に
は
１
日
２
ト
ン
の
ガ

ス
が
発
生
し
、
３
年
前
の
５
８
０
ト

ン
か
ら
急
増
し
て
い
た
と
い
う
調

査
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
国

際
博
覧
会
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
「
ガ

ス
発
生
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
」

と
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
２

区
・
３
区
の
万
博
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
区
域
で
も
ガ
ス
が
検
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
同
協
会

が
５
月
に
発
表
せ
ざ
る
と
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ
文
部
科
学
省
「
遠
足
・
集
団
宿
泊
的
行
事
の
実

施
上
の
留
意
点
」に
お
け
る
安
全
確
認
は
。 

Ａ
「
実
地
調
査
を
行
い
、
現
地
の
状
況
や
安
全
の
確
認
、

地
理
的
環
境
や
所
要
時
間
な
ど
を
把
握
す
る
。
そ
れ
ら
に

基
づ
い
て
現
地
施
設
の
従
業
員
や
協
力
者
等
と
の
事
前

の
打
合
せ
を
十
分
に
行
う
」「
必
要
に
応
じ
、
事
前
に
参

加
す
る
児
童
の
健
康
診
断
や
健
康
相
談
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
等
に
関
す
る
個
々
の
児
童
の
健
康
状
態
の
把
握
」 

「
自
然
災
害
な
ど
に
際
し
、
避
難
の
手
順
等
は
事
前
に
確

認
し
、
自
校
と
の
連
絡
体
制
を
整
え
る
な
ど
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」 

Ｑ
こ
れ
に
基
づ
く
学
校
の
対
応
は
。 

Ａ
「
教
職
員
に
よ
る
実
地
調
査
も

し
く
は
旅
行
会
社
に
よ
る
調
査
・

確
認
を
行
い
、
安
全
確
保
や
非
常

時
の
対
応
を
含
め
た
修
学
旅
行
の

計
画
を
作
成
」 

「
保
護
者
向
け
に
文
書
の
配
布
、

説
明
会
の
開
催
な
ど
、
緊
急
時
の

対
応
も
含
め
周
知 

し
、
家
庭
と
の 

連
携
を
図
る
」 

    

Ｑ
文
部
科
学
省
「
修
学
旅
行

等
に
お
け
る
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
の
活
用
に
つ
い

て
」の
通
知
の
趣
旨
は
。 

Ａ
「
内
閣
官
房
お
よ
び
経
済
産
業 

省
連
名
よ
る
資
料
の
添
付
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
資
す

る
機
会
と
し
て
、
修
学
旅
行
等
の

受
入
れ
に
関
す
る
情
報
や
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
案
内
、
パ
ビ
リ
オ
ン

の
一
例
等
の
紹
介
。」 

 

政
府
の
目
標
は
、
１
２
０
万
人 

の
こ
ど
も
た
ち
に
き
て
も
ら 

う
こ
と 

 

根
本
市
議
は
、「
依
頼
文
に
は 

『
政
府
と
し
て
は
令
和
４
年
１
２

月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
博
覧
会
推

進
本
部
に
お
い
て
修
学
旅
行
と
校

外
学
習
を
あ
わ
せ
て
１
２
０
万
人

の
こ
ど
も
た
ち
に
大
阪
・
関
西
万

博
に
来
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
表
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

修
学
旅
行
等
に
お
け
る
活
用
に
つ

い
て
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
関
す

る
情
報
等
を
お
知
ら
せ
し
た
』
と

書
い
て
あ
る
と
指
摘
。
し
か
も
、

こ
の
「
依
頼
」
は
、
事
故
後
の
４

月
に
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
阪
教
職
員
組
合
、
市
町
村 

教
育
長
も
無
料
招
待
中
止
を 

要
望 

 

大
阪
府
と
京
都
府
は
、
万
博
に 

子
ど
も
を
無
料
招
待
す
る
事
業
を 

計
画
。
建
設
工
事
中
の
ガ
ス
爆
発

事
故
を
受
け
、
４
月
、
大
阪
教
職

員
組
合
・
府
立
高
校
教
職
員
組

合
・
府
立
障
害
児
学
校
教
職
員
組

合
は
連
名
で 

大
阪
府
と
大
阪
府

教
委
に
対
し
て
、
爆
発
事
故
に
関

し
情
報
提
供
を
求
め
、
無
料
招
待

の
事
業
を
中
止
す
る
よ
う
、
大
阪

府
教
育
長
に
要
望
し
ま
し
た
。 

 

Ｑ
安
全
確
保
の
対
策
は
。 

Ａ
「ど
の
訪
問
先
で
あ
っ
て
も
、
現 

地
に
つ
い
て
事
前
に
よ
く
研
究
を 

行
い
、
現
地
に
て
教
員
が
常
に
児 

童
・
生
徒
の
安
全
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
万
全
の
配
慮
に
努
め
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
や

非
常
時
の
対
応
を
盛
り
込
ん
だ
計

画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
本
市 

と
し
て
も
、
各
学
校
の
訪
問
先
の 

把
握
や
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
の 

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。」 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

もとむら伸子 
衆議院議員 

根本みはる 
豊田市会議員 

すやま初美 
党中央委員 

愛知県内で、小中学校給食を 7 自治体が無償化、３自治体が半額補助を行っています。中学のみ

の自治体、学年単位で無償化など、おこなっている自治体、来年度から始める自治体、まったく

おこなっていない自治体もあります。日本共産党愛知県委員会は県による半額助成の実現を呼び

かけています。 

財政力指数 37位：青森県    県が小・中学校の給食の無償化 

財政力指数 42位：和歌山県   県が小・中学校等気給食費を無償化する市町村へ半額補助 

財政力指数 35位：沖縄県    県が中学校の給食費を無償化する市町村へ半額補助 

財政力指数  1位：東京都    都が無償化する区市町村へ半額補助 

財政力指数 2位：愛知県は     

             

小中学校の給食費平均２７３円/１食 

        × 
給食実施日数 １８６日 

       × 
児童生徒数 60 万人 =300 億円 

 
半額補助は県の予算総額 2 兆 9,657
億 2,800 万円の０．５％（150 億円）で
実現できる 
（2023年 6月県議会での答弁より） 

 

                 愛知民報 6/9号より 主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

 ◆法律相談は弁護士が第２土曜日 

        午前 10時～12時で 

 ◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

 ◆法律相談は要予約。お申込みは 

  日本共産党西三河地区委員会まで。 

      電話 0564-23-2785 

 ◆生活相談は市委員会まで。 

      電話 0565-34-4772 


